
 
今回は、探究活動で成果をあげた生徒の合格体験記です。 

◇ 長野県立大学グローバルマネジメント学部の合格体験記（舟井一稀さん）です！                          

 

私は長野県立大学のグローバルマネジメント学部に一

般入試で合格しました。 

私は、大学を選ぶときに、様々な分野の講義があり、

広い視野で学べる大学に進学することを重視しました。 

これには、私が関高校で行った探究活動が関係します。

私は１年生の時の「総合的な探究の時間」の授業で、洞

戸の摘果キウイを使って地域に貢献できることはないか

と考えました。そこで、チームでキウイを使った焼肉の

タレ開発を行いました。試行錯誤を繰り返して、独自の

タレを作りました。焼肉店やタレ製造の業者の方、地元

JAの皆さんと連携して焼肉のタレの商品化に向けた活動

（ほらどキウイを未来につなごうプロジェクト）を行なっていくうちに、大学でもこの経験

を活かしたいと思いました。 

2 年生まで行きたい大学も特になく、どちらかといえば

勉強も疎かにしていたけれど、この探究活動での学びがあ

ったから、最後には自分の行きたい大学を選択できたと思

います。この活動の経験を大学、そして将来にも活かした

いです。 

探究活動を通じて身につく課題発見・課題解決の力、レ

ポート作成やプレゼンテーションの力は、推薦入試はもち

ろん、一般入試でも十分役立ちます。探究活動をやりきれ

ば、その分自分の視野が広がって、進路選択の決め手にも

なるので、1 年生のうちから探究活動を頑張ってほしいで

す。 

受験勉強に関しては、模試の判定が悪かったら、現実を

受け止めて次に活かしてほしいです。私は夏休み後に判定

が一気に上がりました。それは、今までの模試や過去問で

わからなかったことを理

解し直し、自分の弱点を

詳しく認識して、それを活かして勉強したからだと思いま

す。また、当たり前のことだけれど、学校の授業や宿題を

しっかりとこなしていけば、志望校に合格できると思いま

す。3 年生の 4 月時点で行きたい大学があったら、勉強の

モチベーションが違ったと思うので、進路選びも早めにす

るのがいいと思います。 

後輩の皆さんの健闘を祈っています。頑張ってください。 

 

写真上・ほらプロ決起集会 関高代表として参加 

写真中・タレ＆ドレッシングの広告 

写真下・ほらプロのロゴマーク 
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